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(57)【要約】
　データ点のトラックの形式で記録情報を含むデータ保存媒体であって、各データ点の色
が、少なくとも異なる３色から選択され、該記録情報が、発色性組成物を含む基材上に配
置され、該発色性組成物は、レーザー照射を受けると、少なくとも異なる３色に変化しや
すい発色剤を含み、該発色剤が、ロイコ染料、ジアセチレンまたはカルバゾールであるデ
ータ保存媒体。前記データ保存媒体を形成する方法、および前記媒体を読み取る方法も提
供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ点のトラックの形式で記録情報を含むデータ保存媒体であって、各データ点の色
が、少なくとも異なる３色から選択され、該記録情報が、発色性組成物を含む基材上に配
置され、該発色性組成物が、光源による照射を受けると、少なくとも異なる３色に変化し
やすい発色剤を含み、該発色剤が、ロイコ染料、ジアセチレンまたはカルバゾールである
データ保存媒体。
【請求項２】
　前記データ点が、複数色および／または色の明暗を含む、請求項１に記載のデータ保存
媒体。
【請求項３】
　前記発色性組成物が、ＮＩＲ吸収成分をさらに含む、請求項１または２に記載のデータ
保存媒体。
【請求項４】
　前記ＮＩＲ吸収成分が、銅（ＩＩ）塩、還元金属または混合金属酸化物、導電性ポリマ
ーまたはＮＩＲ染料／色素である、請求項３に記載のデータ保存媒体。
【請求項５】
　前記発色剤が、ジアセチレンである、前記請求項１～４のいずれかに記載のデータ保存
媒体。
【請求項６】
　前記ジアセチレンが、１０，１２－ペンタコサジイン酸または１０，１２－ドコサジイ
ン酸（docosadiynoic acid）またはその誘導体である、請求項５に記載のデータ保存媒体
。
【請求項７】
　前記誘導体が、アミド誘導体であり、好ましくはプロパルギルアミド誘導体である、請
求項６に記載のデータ保存媒体。
【請求項８】
　前記発色性組成物が、結合剤を含む基材表面上にコートされ、または該基材を形成する
材料中に組み込まれ、または該基材を含むラミネート構築体の一部である、前記請求項１
～７のいずれかに記載のデータ保存媒体。
【請求項９】
　ＣＤまたはＤＶＤである、前記請求項１～８のいずれかに記載のデータ保存媒体。
【請求項１０】
　前記請求項１～９のいずれかに記載のデータ保存媒体を形成する方法であって、発色性
基材上に、記録情報に対応する光源を指し向けるステップを含み、各点の色が、少なくと
も異なる３色から選択されているデータ点のトラックが生成されるように、該レーザー光
に対する該基材の位置が変わる方法。
【請求項１１】
　前記光源が、１２０nm～２０μm領域の波長を有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記光源が可変ビームプロファイルを有し、かつ複数色および／または色の明暗を含む
それぞれのデータ点を生成する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１～９のいずれかに記載のデータ保存媒体を読み取る方法であって、該媒体上に
スキャニングレーザーを照射するステップ、および色検出器アレイを使用して反射された
照射を検出するステップを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ保存媒体、およびそれを形成し読み取る方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　一般的に、保存されたデータは、２進数の１と０によって表される。コンパクトディス
ク（ＣＤ）上のデータは、例えば、ピット（２進コードの１に対応）とバンプ（２進コー
ドの０に対応）の形で保存される。より多くのデータを保存するためのこれまでの努力は
、ピットを小さくすることによって、ディスク上のピット数を増加させることに焦点が置
かれてきた。
【０００３】
　（特許文献１）は、光学ディスクの１シート上で２種類のピットを使用する３値記録媒
体を提供している。記録層は、アズレニウム塩、ピリリウム染料、ジエン化合物、クロコ
ンメタン（croconic methane）染料またはポリメチン化合物から選択される化合物と、ジ
アセチレン誘導体との組み合わせよって形成される。記録層が透明から青色に変化する層
に光を当てる。次いで、熱を加えると、この層の部分が変化して赤色になり、または溶融
してピットが形成される。
【０００４】
　（特許文献２）は、基材と、少なくとも２個の色素Ｊ－凝集体の記録層とを有する光学
式記録媒体について記載している。好適な調光（photocromic）染料には、スピロピラン
、アゾベンゼン、フルギト、インディゴ、チオインディゴおよびトリアリールメタンが含
まれる。異なる吸収スペクトルを有する様々なタイプの色素凝集体を使用して、確実に良
好な光学読取りと書込み操作を行う。
【０００５】
　（特許文献３）は、光学式データの保存と回収に関する。従来のディスクのランドとピ
ットは、異なる波長で吸収するドットに置き換えられている。情報を記録するために、ハ
ロゲン化銀粒子を含む様々な化学物質を使用することができる。
【０００６】
　（非特許文献１）でSteckylらは、高容量のデータ保存デバイスについて記載している
。８００nm厚の二酸化ケイ素フィルムがシリコンウェーハに付加されている。そのフィル
ム上に情報を書き込むには、集束イオンビーム法を使用し、１６の異なる深度の孔を加え
る。孔の深度によって、反射される光の量が決定される。（色が検出された）各孔は４ビ
ット数を表し、それにより、研究者は１平方インチのフィルム上に５ＧＢを超える情報を
書き込めるようになる。しかし、それらの孔は、１秒間に３１０μmの速度でしか製造で
きないことを研究者は知っており、それは保存デバイス上への情報の記録が非常に遅いこ
とを意味している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第４，８６３，８３２号
【特許文献２】米国特許第４，７３７，４２７号
【特許文献３】米国特許第６，４７９，２１４号
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】Applied Physics Letters，2001，78（2），255－257
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　高速で書込みができるより大容量のデータ保存媒体を提供することが、依然として必要
とされている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１態様は、データ点のトラックの形式で記録情報を含むデータ保存媒体であ
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って、各データ点の色が、少なくとも異なる３色から選択され、該記録情報が、発色性組
成物を含む基材上に配置され、該発色性組成物が、レーザー照射を受けると、少なくとも
異なる３色に変化しやすい発色剤を含み、該発色剤が、ロイコ染料、ジアセチレンまたは
カルバゾールであるデータ保存媒体である。
【００１１】
　本発明の第２態様は、本発明の第１態様によるデータ保存媒体を形成する方法であって
、発色性基材上に、記録情報に対応してレーザー光照射を指し向けるステップを含み、各
点の色が、少なくとも異なる３色から選択されているデータ点のトラックが生成されるよ
うに、該レーザー光に対する該基材の位置が変わる方法である。
【００１２】
　本発明はまた、本発明の第１態様によるデータ保存媒体を読み取る方法であって、前記
媒体上にスキャニングレーザーを照射するステップ、および色検出器アレイを使用して反
射された照射を検出するステップを含む方法である。
【００１３】
　Steckylらが記載する技法よりもはるかに高速で、本発明によるデータ保存媒体上に記
録情報を載せるができる。さらに、少なくとも異なる３色の使用により、ピットとバンプ
だけに頼る従来のデータ保存器具よりも多くのデータを保存できるようになる。有利な点
として、それらのデータは、保存媒体から極めて高速に読み取ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】複数色もしくは明暗を含むデータ点を示す図である。
【図２】レーザーおよび色検出器と共にデータ点のトラックを示す図である。
【図３】ピットによるデータ点のトラックを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　データ点のトラックには、少なくとも異なる３色から選択された色の点が含まれる。本
明細書では「カラー（色）」という用語内には「色の明暗」が含まれる。
【００１６】
　典型的には、データ点のトラックには、異なる４色もしくは色の明暗点が含まれる。コ
ンピューター用語では、これにより、４個の状態、またはヌル状態を含む５個の状態が与
えらる。一般的に、異なる４色の使用によって、２ビットの情報が保存できるようになる
。異なる８色の使用によって、３ビット、１６色では４ビットの情報の保存が可能になり
、以下同様である。好ましくは、２Ｘ（式中、Ｘは２～１０の範囲）の色が使用される。
【００１７】
　例示的なデータ点トラックを図２に示す。これは、線状トラックであるが、もちろん他
の構成も想定される。トラックは、種々の色のデータ点の経路である。
【００１８】
　本記録媒体は、２進コードで書かれるとは限らない。従って、１０進数でコードを記録
し、後に２進コードに翻訳してもよい。
【００１９】
　一般的に、データ点は、直径約１μmのドット形状である。通常、点はデータ保存媒体
表面にトラックを形成する。データ点のトラックは、データ保存媒体表面でらせんもしく
は円状トラックの形であってよい。スペーシングと各データ点の色とにより、記録情報に
対応するコードが生成される。
【００２０】
　データ保存密度は、データ点の使用によりさらに高めることができ、その際、各データ
点は複数色または色の明暗を含む（図１）。そうした点は、特定のレーザー／光線プロフ
ァイル、例えば、ガウス型、スーパーガウス型、例えば、「トップハット」型プロファイ
ル、マルチトラバースモード、例えば、「ドーナツ」型プロファイル、およびそれらの組
合せを使用し生成することができる。あるいは、ビームプロファイルは、回折性要素など



(5) JP 2012-502404 A 2012.1.26

10

20

30

40

50

のビーム改変成分もしくは混合成分を使用し、生成することもできる。レーザー／光線に
、複数のビームプロファイルを呈示させることも可能である。本発明は、レーザーの使用
に限定されない。本発明のデータ点を形成するのに、ＬＥＤなどの非干渉光源を使用する
こともできる。
【００２１】
　本発明の範囲内の記録媒体には、ディスク、テープ、カード、紙、フィルムなどが含ま
れ、特に好ましいものは、ＣＤおよびＤＶＤなどのディスクである。これらの媒体の形成
に好適な基材は、当技術分野で公知である。これらには、ポリカーボネートプラスチック
基材などのプラスチックが含まれる。本発明による記録媒体には、照射を受けると、少な
くとも異なる３色を形成しやすい組成物が含まれる。この組成物は、その基材表面上にコ
ートすることができ、または別法として、基材を形成する材料中に組み込むこともできる
。その組成物も、基材材料を有するラミネート構築体の一部でありうる。
【００２２】
　照射を受けると、少なくとも異なる３色に変化しやすい組成物は知られている。例えば
、国際公開公報第０６／０１８６４０号、同第０６／０５１３０９号、同第０６／１１４
５９４号、同第０７／０３９７１５号および同第０７／０６３３３２号を参照されたい（
そのそれぞれの内容を参照により組み込む）。これらには、レーザー画像化、およびその
目的に使用できる材料も記載されている。国際公開公報第０２／０７４５４８号には、八
モリブデン酸アンモニウムを含むレーザーマーキング可能組成物が記載している。一般的
に、そうした組成物は、１色の変化しか受けられない。しかし、発色性組成物が層状をな
す本発明の実施形態（以下参照）では、それらは、他の発色剤と組み合わせて使用するこ
とができる。本発明で使用するのに適している組成物を、以後「画像形成組成物」と呼ぶ
。画像形成組成物から色を形成する工程を、以後「マーキング」と呼ぶ。
【００２３】
　ＵＶ、Ｎ、可視またはＣＯ２レーザーにより画像形成できる組成物を使用してよい。
【００２４】
　典型的には、本発明で使用されるレーザー画像形成組成物には、発色剤および結合剤が
含まれる。それ以上の添加物には、ＮＩＲ吸収体、分散剤、酸発生剤、ＵＶ吸収体／安定
剤、加工助剤、共溶媒、漂白剤、消泡剤などが含まれうる。
【００２５】
　当業者は、希望する最終的な色に従って好適な染料、または染料の組合せを選択するこ
とができる。マーキングレーザーの強度、波長および／または曝露時間は全て、適切な色
を確実に生成するために変えることができる。国際公開公報第２００６／１１４５９４号
には、レーザーダイオードと検流計を備え、本発明の発色性組成物にレーザー光を直射す
るのに適した装置が記載されている。国際公開公報第２００７／０３９７１５号には、さ
らにインク不要印刷方法が記載されている。これらの刊行物と同じように、本発明の発色
性組成物の色は、所望な点での照射フルエンスのレベルに従って選択することができる。
【００２６】
　レーザー画像形成組成物は、ＣＯ２レーザー、ＮＩＲレーザー、可視レーザー、または
ＵＶレーザーでマーキングできる無機もしくは有機発色剤をベースにすることができる。
無機発色剤は、多価金属塩のオキシアニオンであってよく、好ましい例はモリブデン酸塩
、タングステン酸塩およびバナジン酸塩である。これら塩は、第１族または第２族の金属
塩、アンモニウム塩またはアミン塩であってよい。本発明で使用するのに適している無機
発色剤の別の例は、国際公開公報第０２／０７４５４８号に見出すことができる。好まし
い例は、八モリブデン酸塩、例えば、八モリブデン酸アンモニウムである。他の例には、
七モリブデン酸アンモニウム、およびモリブデン酸アミン、例えば、ビス（２－エチルヘ
キシル）モリブデン酸アミンが含まれる。別の例は、メタタングステン酸アンモニウムな
どのメタタングステン酸塩を含むタングステン酸塩、およびメタバナジン酸アンモニウム
などのメタバナジン酸塩を含むバナジン酸塩である。これらが、単色を形成するためだけ
に反応できる場合、さらに以下の説明するように、それらは、１種もしくは複数の他の発
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色剤と組み合せて使用される。
【００２７】
　好適な有機発色剤には、ロイコ染料として当業者に知られている材料が含まれる。好適
なロイコ染料は、ノースカロライナ州在Ciba－Geigy社染料および化学薬品部門により、
コーティング会議（１９８３，カリフォルニア州サンフランシスコ，ｐｐ１５７－１６５
）で提供された「Dyestuffs and Chemicals for Carbonless Copy Paper」に記載されて
いる。ロイコ染料は、中性もしくはアルカリ性媒体では無色であるが、酸性もしくは電子
求引性物質と反応させると着色することが分っている。好適な例には、トリフェニルメタ
ネフタリド化合物、アザフタリド化合物、イソインドリドフタリド化合物、ビニルフタリ
ド化合物、スピロピラン化合物、ローダミンラクタム化合物、ラクトンおよびジラクトン
化合物、ベンゾイルロイコメチレンブルー（ＢＬＭＢ）、ビス－（ｐ－ジ－アルキルアミ
ノアリール）メタン誘導体、キサンテン、インドリル、アウラミン、クロメノインドール
化合物、ピロロ－ピロール化合物、フルオレン化合物、およびフルオランおよびビスフル
オラン化合物などの化合物が含まれ、フルオラン化合物が好ましい。特に好ましい市販の
ロイコ染料製品には、スイスBasel在Ciba Speciality Chemicals社製Pergascript範囲、
および日本国京都府、山田化学工業株式会社製のものが含まれる。
【００２８】
　本発明で使用できる代替の有機発色剤は、国際公開公報第２００６／０１８６４０号お
よび同第２００６／０５１３０９号に開示されているカルバゾールおよびジアセチレンで
あり、その内容を参照により組み込む。
【００２９】
　本発明では、任意のジアセチレン、またはジアセチレンと、光に曝露すると色変化反応
を起こすことが可能な他の物質との組合せを使用してよい。
【００３０】
　ジアセチレン化合物は、少なくとも１個のジアセチレン基、すなわち－Ｃ≡Ｃ－Ｃ≡Ｃ
－を含む物質である。特に好ましいものは、多色色変化反応を示すジアセチレン化合物で
ある。これらの化合物は、初めは無色であるが、紫外光などの好適な光に曝露されると、
色変化反応を経て青色を生成する。次いで、ある種の青形態のジアセチレンは、近赤外光
などのさらなる光に曝露することができ、それによって青形態は深紅、赤、黄、および緑
色体に転換される。
【００３１】
　本発明で使用しうるジアセチレン化合物の具体例は、公開特許出願番号、国際公開公報
第２００６／０１８６４０号に示されている。
【００３２】
　別の例には、以下の一般構造式によって表される化合物が含まれる。
【００３３】
【化１】

または、
【００３４】

【化２】
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または、
【００３５】
【化３】

または、
【００３６】
【化４】

【００３７】
［式中、
　ＸおよびＹは、二価の直鎖もしくは分枝鎖アルキレン型基（－ＣＨ２－）ｎ（式中、ｎ
＝０～２４）、または二価のフェニレン型基（－Ｃ６Ｈ４－）ｎ（式中、ｎ＝０～１）ま
たは両型の組合せであり、
　ＱおよびＶが存在する場合、ＱおよびＶは、二価の架橋基、例えば、－Ｓ－、－Ｏ－、
－ＮＨＲ’－（式中、Ｒ’は水素またはアルキルである）、アミド、エステルまたはチオ
エステル基、カルボニルまたはカルバメートであり、
　Ｒ１およびＲ２は、Ｈまたはアルキルであり、
　ＡおよびＴは、ＸもしくはＹなどのアルキレン型もしくはフェニレン型でありうる二価
の基、またはＱもしくはＶなどの架橋型、または両型の組合せ、Ｑ基もしくはＶ基をさら
に含むＸもしくはＹであり、
　Ｚは、ＸもしくはＱなどの二価の基、または両者の組合せ、Ｑ基をさらに含むＸであり
、またはＺは存在しなくてもよく、かつｎは２～２０，０００，０００である。
【００３８】
　Ｘ基およびＹ基は、ジアセチレン基に関して、好ましくは［α］、［β］または［γ］
位で選択的に置換される。例えば、下式に示すように、［α］－水酸基があってもよい。
【００３９】
【化５】

【００４０】
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　ジアセチレンは、対称的であっても、または非対称的であってもよい。
【００４１】
　ＱおよびＶは、アミン、アルコール、チオールまたはカルボン酸などの基によって任意
に置換される。両ＱおよびＶが存在してもよいし、または別法としてＱだけが存在しても
よい。
【００４２】
　上記化合物のＲ１およびＲ２がアルキルである場合、それらは直鎖もしくは分枝鎖であ
ってよく、有機化学で既知の他の官能基、例えば、アルコール、アミン、カルボン酸、芳
香環系、およびアルケンおよびアルキンなどの不飽和基をさらに含んでよい。
【００４３】
　基Ｒ１、Ｒ２、Ｑ、Ｖ、ＸおよびＹはイオン基を含んでよく、そのイオン基はアニオン
性であっても、またはカチオン性であってもよい。例には硫酸基（－ＳＯ３－）およびア
ンモニウム基が含まれる。イオン基には、任意の好適な対イオンが含まれうる。
【００４４】
　さらなるジアセチレン化合物の例は、ジアセチレンカルボン酸およびその誘導体である
。特に好ましいジアセチレンカルボン酸化合物は、１０，１２－ペンタコサジイン酸およ
び１０，１２－ドコサジイン二酸およびそれらのその誘導体である。別の例には、５，７
－ドデカジイン二酸、４，６－ドデカジイン酸、５，７－エイコサジイン酸、６，８－ヘ
ンエイコサジイン酸、８，１０－ヘンエイコサジイン酸、１０，１２－ヘンエイコサジイ
ン酸、１０，１２－ヘプタコサジイン酸、１２，１４－ヘプタコサジイン酸、２，４－ヘ
プタデカジイン酸、４，６－ヘプタデカジイン酸、５，７－ヘキサデカジイン酸、６，８
－ノナデカジイン酸、５，７－オクタデカジイン酸、１０，１２－オクタデカジイン酸、
１２，１４－ペンタコサジイン酸、２，４－ペンタデカジイン酸、５，７－テトラデカジ
イン酸、１０，１２－トリコサジイン酸２，４－トリコサジイン酸、およびその誘導体が
含まれる。ジアセチレンアルコールおよびジオール化合物およびその誘導体も好ましく、
例には５，７－ドデカジイン－１，１２－ジオール、５，７－エイコサジイン－１－オー
ル、２，４－ヘプタデカジイン－１－オール、２，４－ヘキサジイン－１，６－ジオール
、３，５－オクタジイン－１，８－ジオール、４，６－デカジイン－１，１０－ジオール
、２，７－ジメチル－３，５－オクタジイン－２，７－ジオール、１４－ヒドロキシ－１
０，１２－テトラデカジイン酸が含まれる。他には、１，６－ジフェノキシ－２，４－ヘ
キサジイン、１，４－ジフェニルブタジイン、１，３－ヘプタジイン、１，３－ヘキサジ
インおよび２，４－ヘキサジインが含まれる。
【００４５】
　異なるジアセチレンの組合せを使用することもできる。特に好ましい組合せは、１０，
１２－ペンタコサジイン酸もしくは１０，１２－ドコサジインジオイアク酸（docosadiyn
dioiac acid）およびその誘導体と、２，４－ヘキサジイン－１，６－ジオールとの組合
せである。１０，１２－ペンタコサジイン酸は、青、赤および黄を生成することができる
。２，４－ヘキサジイン－１，６－ジオールは、シアン色を生成することができる。同時
に、１０，１２－ペンタコサジイン酸を黄に、そして２，４－ヘキサジイン－１，６－ジ
オールをシアンに活性化すると緑が生じる。
【００４６】
　「活性化可能」なジアセチレン化合物、すなわち、光に対して比較的非反応性な第１の
固体形態を有するが、「活性化」すると、光に対して比較的反応性な第２の形態に転換さ
れ、それによって可視画像を形成するための色変化反応を起こすことが可能なジアセチレ
ン化合物は、本発明では特定の有用性を持つ。理論により制限されることなく、その活性
化とは、再結晶化、結晶形改変、共結晶組合せまたは溶融／再固化過程であろう。
【００４７】
　刺激または刺激除去に応答して不活性形態および活性化形態に切り替えることができる
、可逆的に活性化可能なジアセチレンも本発明の一部をなす。
【００４８】
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　特に好ましいジアセチレンは、初期溶融および再固化活性化後は無色であるが、光、特
にＵＶ光に曝露すると青くなるジアセチレンである。最も好ましいジアセチレン化合物は
、カルボン酸およびその誘導体である。
【００４９】
　　Ｒ－Ｃ≡Ｃ－Ｃ≡Ｃ－Ｒ’
［式中、Ｒおよび／またはＲ’はＣＯＸ基を含み、その際、Ｘは、－ＮＨＹ、－ＯＹ、－
ＳＹであり、その場合、ＹはＨか、または少なくとも１個の炭素原子を含む任意の基であ
る］
　さらに特に好ましいものは、カルボン酸基がアミド、エステルまたはチオエステル中に
機能付与されている誘導体である。これらは、ジアセチレンカルボン酸と、塩化オキサリ
ルなどの塩素化剤とを反応させ、次いで、そのジアセチレン酸塩化物を、アミン、アルコ
ールまたはチオールなどの求核性化合物と反応させることによって容易に製造することが
できる。特に好ましいジアセチレンカルボン酸化合物は、１０，１２－ドコサジイン二酸
、およびアミド、エステル、チオエステルなど、その誘導体である。より特に好ましい１
０，１２－ドコサジイン二酸誘導体はアミドである。さらに特に好ましい１０，１２－ド
コサジイン二酸アミド誘導体は、少なくとも１個の、好ましくは両方のカルボン酸基が、
以下に示すようなプロパルギルアミドに転換されているプロパルギルアミドである。
【００５０】
【化６】

【００５１】
　プロパルギルアミドは、カルボン酸とプロパルギルアミンとの反応によって生成する。
好適なアミドの作製に使用できる他の好ましいアミンには、ジプロパルギルアミンおよび
１，１－ジメチルプロパルギルアミンが含まれる。
【００５２】
　活性化可能なジアセチレンは、一般的にＮＩＲ光吸収剤と一緒に使用されるが、この吸
収剤は、７００～２５００nmの波長範囲の光を吸収する化合物である。
【００５３】
　ＮＩＲファイバーレーザーなどのＮＩＲ光源を使用して、画像が必要な領域中にのみ発
色性組成物を熱する。次いで、殺菌灯などのＵＶ光源を使用して、ＵＶ光を組成物に照射
する。しかし、ジアセチレン化合物のみが色変化反応を受けて、最初にＮＩＲ光を曝露し
た領域に画像が形成される。ＮＩＲ光が曝露されない組成物領域は、無視しうる色変化反
応を経て、本質的に無色のままであり、バックグラウンド照射に対して安定している。熱
プリントヘッドを用いて、熱をベースとする事前活性化ステップを開始してよい。
【００５４】
　ＮＩＲ光吸収剤の具体例には次のものが含まれる。
ｉ．有機ＮＩＲ吸収剤
ｉｉ．ＮＩＲ吸収性「導電」ポリマー
ｉｉｉ．無機ＮＩＲ吸収剤
ｉｖ．非化学量論的無機吸収剤。
【００５５】
　特に好ましいＮＩＲ吸収剤は、スペクトル（４００～７００nm）の可視領域では基本的
に吸光度がゼロのものであり、従って視覚的に無色に見えるコーティングをもたらす。
【００５６】
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　有機ＮＩＲ吸収剤は、ＮＩＲ染料／色素として知られている。例としては、それだけに
は限らないが、メタロ－ポルフィリン、メタロ－チオレンおよびポリチオレンのファミリ
ー、メタロ－フタロシアニン、これらのアザ変異体、これらのアニール化（annellated）
変異体、ピリリウム塩、スクアリリウム、クロコニウム、アンミニウム、ジイモニウム、
シアニンおよびインドレニンシアニンが含まれる。
【００５７】
　本発明で使用できる有機化合物の例は、米国特許第６９１１２６２号に教示されており
、そしてDevelopments in the Chemistry and Technology of Organic dyes，J Griffith
s（編），Oxford：Blackwell Scientific，1984、およびInfrared Absorbing Dyes，M Ma
tsuoka（編），New York：Plenum Press，1990に示されている。本発明のＮＩＲ染料また
は色素の別の例は、米国ニュージャージー州Newark在Epolin社製Epolight（商標）シリー
ズ、カナダ、ケベック州American Dye Source社製ＡＤＳシリーズ、米国フロリダ州Jupit
er在HW Sands社製ＳＤＡおよびＳＤＢシリーズ、ドイツBASF社製Lumogen（商標）シリー
ズ、特にLumogen（商標）ＩＲ７６５およびＩＲ７８８、および英国マンチェスター、Bla
ckley在FujiFilm Imaging Colorants社製Pro－Jet（商標）染料シリーズ、特にPro－Jet
（商標）８３０ＮＰ、９００ＮＰ、８２５ＬＤＩおよび８３０ＬＤＩに見出すことができ
る。別の例は、国際公開公報第０８／０５０１５３号に教示されている。
【００５８】
　ＮＩＲ吸収性「導電」ポリマーの例には、HC Starck社製の製品Baytron（登録商標）Ｐ
などのＰＥＤＯＴが含まれる。別の例は、国際公開公報第０５／１２４４２号に教示され
ている。
【００５９】
　無機ＮＩＲ吸収剤の例には、銅（ＩＩ）塩が含まれる。リン酸ヒドロキシ銅（ＩＩ）（
Copper（II）hydroxyl phosphate）（ＣＨＰ）が特に好ましい。別の例は、国際公開公報
第０５／０６８２０７号に教示されている。
【００６０】
　非化学量論的無機吸収剤の例には、還元酸スズインジウム、還元酸スズアンチモン、還
元硝酸チタンおよび還元酸亜鉛が含まれる。別の例は、国際公開公報第０５／０９５５１
６号に教示されている。還元酸スズインジウムは、１５５０nm～２５００nmレーザーと組
み合せるのが特に好ましい。
【００６１】
　ＮＩＲ吸収剤の吸収プロファイルが、使用するＮＩＲ光源の発光波長とほぼ適合する場
合が特に好ましい。
【００６２】
　ＮＩＲ吸収剤の代わりに使用できる他の光吸収剤には、ＵＶ（１２０～４００nm）、可
視（４００～７００nm）および中赤外（約１０．６μm）光吸収剤が含まれる。例には、
染料／色素、ＵＶ吸収体およびイリオジン型の剤が含まれる。
【００６３】
　本発明では、電荷移動剤は、ジアセチレンと一緒に使用されうる。これらは、初めは無
色であるが、プロトン（Ｈ＋）と反応させると、着色形態を生成する物質である。本発明
の一部をなす電荷移動剤には、カルバゾールとして知られる化合物が含まれ、好適な例は
、国際公開公報第２００６／０５１３０９号に記載されている。ロイコ染料など、当業者
には公知のさらなる電荷移動剤も使用することができる。通常、電荷移動剤は、他の物質
、例えば、波長特異的でありうる光吸収剤、熱発生剤、酸発生剤などと組み合せて使用さ
れる。
【００６４】
　本発明での使用に特に好ましい組合せは、青および赤を得るための１０，１２－ペンタ
コサジイン酸または１０，１２－ドコサジイン二酸（またはその誘導体）などのジアセチ
レンと、緑を発生させる電荷移動剤である。
【００６５】
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　有機発色剤が存在する場合、さらに酸発生成分を使用することも望ましいであろう。こ
れは、光酸発生剤または熱酸発生剤であってよい。光酸発生剤の例には、スルホニウムお
よびヨードニウム化合物などの「オニウム」型が含まれる。熱酸発生剤の例には、トリク
ロロメタンへテロ環が含まれる。
【００６６】
　本発明のレーザー画像形成組成物には、金属塩ヒドロキシル化合物などの発色系を含め
ることもでき、例には、アルギン酸ナトリウム、メタホウ酸ナトリウム、ケイ酸ナトリウ
ム；ヒドロキシル化合物と組み合せた金属塩が含まれ、その例には、グルコースおよびス
クロースなどの炭水化物や、セルロース化合物、ガムおよび澱粉などの多糖と組み合わせ
た炭酸ナトリウムなどが含まれる。レーザー画像形成金属塩の別の例には、ナトリウムマ
ロン酸塩、グルコン酸塩およびヘプトン酸塩が含まれる。別の例は、国際公開公報第２０
０７／０４５９１２号、同第２００６／１２９０７８号および米国特許第６８８８０９５
号に示されており、その内容を参照により本明細書に組み込む。
【００６７】
　任意の好適なエネルギー源、例えば、レーザーをマーキングに使用してよい。レーザー
の波長は、２００nm～２０μm領域であってよい。
【００６８】
　好適なレーザーには、典型的には９～１１．５μmの波長域の光を発するＣＯ２レーザ
ーが含まれる。典型的には、可視帯域レーザーは、４００～７８０nmの波長域の光を発す
る。そのようなレーザーを使用した場合、この領域で吸収する材料を含む組成物を使用す
るのが好ましい。典型的には、ＵＶレーザーは、１９０～４００nmの波長域の光を発する
。そのようなレーザーを使用する場合、この領域で吸収する材料を含む組成物を使用する
のが好ましい。近赤外線照射は、７８０～２５００nmの範囲の波長である。好適な近赤外
レーザーは、固体、ダイオード、繊維またはダイオードアレイ系であってよい。近赤外レ
ーザーを使用する場合は常に、レーザー画像形成組成物に近赤外吸収成分を加えるのが望
ましい。好ましい近赤外吸収性化合物は、使用する近赤外照射の波長に類似する最大吸光
度を有し、そしてほとんど、またはまったく可視色を有しない。好適な例には、リン酸ヒ
ドロキシ銅（ＩＩ）（Copper（II）hydroxyl phosphate）（ＣＨＰ）などの銅化合物、混
合金属酸化物化合物、特に還元非化学量論的バージョン、例えば、還元酸スズインジウム
または還元酸スズアンチモン；およびMerck社製イリオジンおよびLazerflair製品などに
より被膜した雲母；HC Starck社製導電性ポリマー製品Baytron（登録商標）Ｐなどの有機
ポリマー；およびＮＩＲ染料／色素として当業者には公知の近赤外吸収性有機分子が含ま
れる。使用可能なＮＩＲ染料／色素には、メタロ－ポルフィリン、メタロ－チオレンおよ
びポリチオレン、メタロ－フタロシアニン、これらのアザ変異体、これらのアニール化（
annellated）変異体、ピリリウム塩、スクアリリウム、クロコニウム、アンミニウム、ジ
イモニウム、シアニンおよびインドレニンシアニンが含まれる。
【００６９】
　本発明で使用可能な有機化合物の例は、米国特許第６９１１２６２号に教示され、そし
てDevelopments in the Chemistry and Technology of Organic dyes，J Griffiths（編
），Oxford：Blackwell Scientific，1984、およびInfrared Absorbing Dyes，M Matsuok
a（編），New York：Plenum Press，1990に示されている。本発明のＮＩＲ染料または色
素の別の例は、米国ニュージャージー州Newark在Epolin社製Epolight（商標）シリーズ、
カナダ、ケベック州American Dye Source社製ＡＤＳシリーズ、米国フロリダ州Jupiter在
HW Sands社製ＳＤＡおよびＳＤＢシリーズ、ドイツBASF社製Lumogen（商標）シリーズ、
特にLumogen（商標）ＩＲ７６５およびＩＲ７８８、および英国マンチェスター、Blackle
y在FujiFilm Imaging Colorants社製Pro－Jet（商標）染料シリーズ、特にPro－Jet（商
標）８３０ＮＰ、９００ＮＰ、８２５ＬＤＩおよび８３０ＬＤＩに見出すことができる。
【００７０】
　結合剤は、当業者には公知のいずれのものでもよい。好適な例には、アクリル樹脂、メ
タクリル樹脂、ウレタン；ニトロセルロースなどのセルロース化合物；ビニルポリヤー（
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polyers）例えば、アセテートおよびブチラール、スチレン、ポリエーテルおよびポリエ
ステルなどが含まれる。結合剤系水性溶媒または有機溶媒をベースにしてもよい。使用で
きる結合剤系の例には、Scott－Bader社製Texicryl範囲、ParaChem社製Paranol範囲、Wac
ker－Chemie社製Pioloform範囲、Lucite International社製Elvacite範囲、Johnson Poly
mers社製Joncryl範囲、およびBaxenden Chemicals社製WitcoBond範囲が含まれる。
【００７１】
　本発明の実施形態では、データ保存媒体は、レーザー照射を受けると、少なくとも異な
る３色を形成しやすい発色性組成物であって、２層またはそれ以上の層を含む発色性組成
物を含み、その際、各層には、レーザー照射を受けると色が変化しやすい組成物が含まれ
る。層状のデータ保存媒体は、ＤＶＤで一般的であり、より多くの量のデータを保存でき
るようになる。
【００７２】
　さらに、本発明の着色コードは、従来技術の一般的な「ピットおよびバンプ」コードと
組み合わせてよい。例えば、データ点のトラックには、図３に図示したようなピット（ま
たはへこみ）を含めてよい。これにより、記録媒体のデータ保存容量が増大する。
【００７３】
　コードは、１個もしくは複数のカラーレーザー検出器を使用し読み取る。好適なレーザ
ー照射は、記録媒体上でスキャンされ、検出器アレイもしくはヘッド読み取りが反射した
照射を受け取る。読み取る情報量は、記録媒体のビット数により増幅させた読み取り器具
の転送速度に等しい。
【００７４】
　色コードとピットとバンプを組み合わせる場合、入射レーザー光は、読み取るピットま
たはバンプに応じて、一般的に２個の検出器の１個に偏向される。これにより、４色が８
個の状態をコードできるようになる。追加の検出器が各色の新たな状態をもたらすからで
ある。
【００７５】
　以下の実施例により本発明を説明する。
実施例
（ａ）．ジアセチレンインク
　１０，１２－ペンタコサジイン酸（１g）、Durotak 180－1197（１９g）および酢酸エ
チル（４g）を一緒に混合して、インク溶液を生成した。
【００７６】
　30 micron K－bar and RK Prooferプリンターを使用し、透明な５０μmの二軸延伸ポリ
プロピレンフィルム上に、そのインクをコートした。
【００７７】
　（ｂ）．ロイコ染料インク
　以下を含むインクを調合した。Pergascript Blue SRB－P （例えば、Ciba、１．７g）
、Yamada Yellow Y－726 （例えば、Yamada、２．８g）、Tinuvin 770DF（０．６g）、Se
ricol Polyplast PY－383（例えば、Sericol、５６g）、Sericol、Thinner ZV－557（例
えば、Sericol、３５．５g）およびCyracure UVI Photoinitiator UVI－6992（例えば、D
ow、３．４g）。
【００７８】
　30 micron K－bar and RK Prooferプリンターを使用し、透明な５０μmの二軸延伸ポリ
プロピレンフィルム上に、そのインクをコートした。
【００７９】
　（ａ）および（ｂ）でコートした２枚のＢＯＰＰフィルムを合わせてラミネートを形成
した。次いで、ラミネートを使用して、ディスクの形の光学式記録媒体を構築した。
【００８０】
　ジアセチレン層は、基本的に、透明から青に変化し、次いでCoherent Aviaの２６６nm
のＵＶレーザー、またはJenten Acticure 4000によって提供されたものなど、２６６nm照
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射を含む好適な広帯域光源からを発せられたＵＶ光に曝露すると赤くなった。
【００８１】
　ロイコ染料層は、Coherent Aviaの３５５nm ＵＶレーザーから発せられたＵＶ光などの
ＵＶ光に曝露すると、無色から緑に変化した。
【００８２】
　次いで、可視光検出器を使用して、ディスクから情報を読み出した。

【図１】
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【図２】

【図３】
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【国際調査報告】
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